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一 研究ノート～
大学通信教育課程における
社会福祉教育についての一考察
AStudyaboutsocialwelfareeducationontheuniversitystudents
ofCorrespondenceCourse
谷 口 博
要 旨
本研究ノー トは,大学通信教育課程における社会福祉教育が,社 会福祉の現状をどのように捉え,
貢献 してきたかを,社会人教育の立場か ら考察することを目的とする。特に,社会福祉関連諸法の成
立の過程で,大 学通信教育課程における社会福 祉教育が如何に展開してきたのか,大 学通信教育課
程における社会福祉教育のあり方や諸問題を社会福祉状況(社 会的背景)を 通して考える。
キーワー ド:選別的福祉,普 遍的福祉,社 会人教育,知 的資源
はじめに
本研究ノー トの目的は,大学(通 学課程)が
岐路に立つ中で,大 学通信教育課程の展開,転
換,発 展の過程を社会福祉教育を通 して考察す
るものである。大学通信教育課程は社会に開か
れた大学であり,18歳以上の大学入学資格を有
する社会人を対象とする。学生の属性や年齢を
問わず,大 学通信教育課程の学生を社会人学生
と位置付け,大学通信教育課程における社会福
祉教育の現状と展望を,社会福祉関連諸法との
関連において考察するものである。また,社会
福祉教育を提供(供 給)す る大学通信教育課程
側か らだけでなく,社会人学生の社会福祉教育
ニーズについても言及する。
今 日,社会対策としての福祉状況は,社会福
祉重点施策から地域福祉重点施策へと転換 しつ
つある。社会福祉重点施策祉は障害,女 性,高
齢,精 神,児 童,生 活保護等の選別社会福祉を
特徴とし,地域福祉重点施策は,ノーマライゼー
ションや人間福祉等の普遍的福祉を特色 とする。
大学通信教育課程の創設期,展 開期,発 展期に
大別 し,社会福祉状況との関連において,社 会
福祉教育の現状と課題を考察する。
1就学前教育と社会人教育
大学通信教育課程における社会福祉教育は,
1963年(昭和38年)のB大学通信教育部 ・仏教
福祉学科の開設に始まる。その後,社 会福祉教
育系学部が開設されたのは2000年(平成12年),
T大学通信教育部 ・社会福祉学科であり,実に
37年後のことであった。 しか し1985年(昭和
60年)にはテレビとラジオを利用 した放送授業
を展開するH大 学 ・生活 と福祉専攻 が開設さ
れ,生涯学習の立場から社会福祉教育を提供 し
ている。H大 学の社会福祉教育は 普遍的社会
福祉教育の先駆者的役割を果たしたものとして
評価できる。
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大学通信教育課程に社会福祉教育が本格的に
展開されるようになったのは,2000年以降のこ
とである。大学通信教育課程は大学が少子化の
影響を受けて,冬 の時代を迎えて以降に,相次
いで開設されている。18歳人 口は,1992年(平
成4年)現 在2,005,000人だったが,2004年(平
成16年)現在1,410,000人と3分の2ま で減少し
ている。2007年(平成19年)には全国の大学 ・
短期大学の募集定員と入学志願者数とがほぼ同
数となり,数値上は全員入学となる予定である。
大学が岐路に立つ原因として考えられるのが,
大学が就業前教育機関であるということである。
学歴が象徴化 された学歴社会においては,「大
学卒」は高学歴を有する者として身分が保証さ
れた。特に戦後の高等教育は,「学位は,大 学
が卒業 と同時に一定水準の知識 ・能力があるこ
とを保証するものであり,それ故に大学が持つ
権限の中核をなす もの」i)であった。新規学卒
者のメリットは,高等教育機関である大学が,
教育 と職業をつな ぐものとして,「企業等は,
誤 った人材を採用 してしまう失敗の危険を小さ
くするため,採用候補者に関する情報をできる
だけ多 く収集 しようと努める。採用決定に際 し
て,一般に用いられる学校教育上の業績(学歴,
学業成績,資 格等),採用試験の結果,新 規学
卒者の試験 と面接の結果は求職者の生産能力や
適正を間接的に示す指標」2)として用いられた
ことにより,学歴社会は強化されていった。
戦後の高等教育は 「大学卒」が就学前教育を
建前 としながら,企業と大学 との取 り引き関係
において,企 業側は自己の目的や利潤追求とい
う営利 目的に対 して,人材採用の時点で,自 己
の利益にとってプラス要因として学歴を採用条
件 とした。その一方で学生は自らの価値を身分
を証明するものとして(企業等に売 り込むため
のセールスポイントとして)有 名大学や資格取
得にしがみつき,学歴社会はより一層加速化さ
れたものと考えられる。
「大学卒」が単に個人の履歴 としての学歴で
はなく,学歴の社会化へと変動 したのである。
大学の社会的変動が学歴社会を構築するに至っ
たが,少子化社会では18歳人口は有名大学に志
願集中化傾向を示 し,無名大学では定員割れや
倒産(廃校)と いう二極分化が進んだのである。
岐路に立つ大学とは,繁栄する大学と危機に立
つ大学 との二極対立である。共に就学前教育で
あることを共通点とした大学社会の現状だとい
える。
大学通信教育課程 も,大学と同様に18歳以上
の大学入学資格を有する社会人学生を対象とす
る。筆者がいう社会人学生とは,18歳以上の大
学卒業を目的とする本科生であり,資格取得だ
けを目的とする課程本科生や科目履修生は,対
象としない。また有職,無 職を問わず,主 婦や
高齢者を問わず,年 齢層は多岐に渡るが,本科
生たる資格を有することにおいて現役の学生で
ある。
大学通信教育課程が増設の社会的背景は,社
会人の属性によるニーズであると考えられる。
社会人の学習ニーズは,その属性によって,キ ャ
リアアップ,スキルアップ,諸資格取得,生 涯
学習等に大別され,入学 ・編入の目的は異なる
が,「社会に開かれた大学」であることが,大
学と正確を異にする。
大学通信教育課程の発展の歴史は,
制度創設期(1950年(昭和25年)～
1968年(昭和43年),
制度改革期(1969年(昭和44年)～
1995年(平成7年),
制度展開期(1996年(平成8年)～現在)
に分類することができる。
大学通信教育の制度創設期は,1950年(昭和
25年)3月の学校教育法制定によって,厂大学
通信教育課程」が正規の課程として認可された
年度を出発点とする。教育基本法の基 本理念で
ある 「教育の機会均等」を,大学通信教育課程
の認可によって保障したことである。戦後の復
興期からの経済事情や家庭事情のために通学で
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きない者に対 して,大学の門戸が開放されたこ
とによって,高等教育を受ける機会が保障され
たことであった。
大学通信教育課程は通信授業 とスクー リング
を中心とする授業スタイルを取るが,通 信授業
主体の大学である。また,大学教育の開放,つ
まり教育の機会均等を基本理念 とし,通信教育
という性格上,外 国語専攻や理数科系専攻の開
設が認められなかった。通常の大学補助教育機
関としての色彩を濃 くしたが,通信教育という
新 しい(通学を伴わない)ス タイルで大学教育
を開放 したことは,大学教育に遠隔教育を最初
に取 り入れたという点でも画期的であった。
大学通信教育の改革期においては,B大 学通
信教育課程開設50年記念誌3)によると,第2次
ベビーブームによる小学校教員の需要を繁栄 し
て,教育学科への志願者が殺到 したと報告され
ている。1982年(昭和57年)には卒業を目的と
する正規の 「本科生」 の1,727名に対 して,小
学校教員免許状などの諸資格取得だけを目的と
した 「課程本科生」が8,260名を数えるに至る
ことが報告され,第2次 ベ ビーブーム時代の到
来による小学校教員志願者増加傾向に対応 した,
教員養成課程の充実 と拡大,H大 学の開校に見
られる放送を利用 した 「新 しい遠隔授業」の誕
生と,正規の大学課程における 「生涯学習」の
重要性が指摘 され,更 に 「社会福祉士法及び介
護福祉士法の成立」による社会福祉教育へのニー
ズが高ったことである。社会福祉専門資格を明
記 した法制度が成立 したことで,大学通信教育
課程における社会福祉教育は社会福祉現場の専
門性と質的向上を目的として,キ ャリアアップ,
スキルアップ等の社会人学生の属性に対応 した
ことが,大学通信教育課程を知的資源として,
市民権を確立することになった。
2社 会福 祉状況 と社会福 祉教 育 の改 革
「社会福祉士法及 び介護福祉士法」が成立さ
れたのは,1987年(昭和62年)であった。この
法制度を受けて大学通信教育課程における社会
福祉教育が対応したのは2000年(平成12年)で
あ り,法制度が制定以来13年後のことであった。
従って,社 会福祉専門資格に対応 した社会福祉
教育を提供 したのは,大学であった。その後の
大学通信教育課程における社会福祉教育提供状
況か ら考察すると,社会福祉のシステム改革が
ある。社会福祉事業下での社会福祉対策は措置
制度であ り,高齢者福祉,障 害者福祉,重 症心
身障害児(者)福 祉等の選別福祉施策は施設福
祉施策が中心であり,1980年代に入 り,社会福
祉再編 と地域福祉の推進の過渡期に,「社会福
祉士法及び介護福祉士法」が成立されたことと
は無関係ではない。
「社会福祉士法及び介護福祉士法」の成立は,
社会福祉事業法下での措置制度を推進するもの
であったが,実 際のところは社会福祉現場に専
門職の配置を目的としたものであった。従来の
社会福祉施設における施設職員が勘と経験を頼
りに専門性を問わなかったのに対 して,社会福
祉施設で も専門性 と職員の専門的マンパ ワーの
確保が急務とされたのである。 この法制定によ
り,翌年の1988年(昭和63年)にB大学通信教
育課程社会福祉士受験資格課程届出受理 され,
社会福祉教育は専門資格教育へとシフ トした。
大学通信教育課程の社会福祉教育において社会
福祉士受験資格が取得できる大学が誕生 したこ
とで,大 学通信教育課程における改革期は,社
会福祉学科志願者学生の属性が社会福祉現場を
ベースとしていたために,個 々の属性に基づい
た専門資格を取得するために学生が集中 した傾
向があると考えられる。
しか し,1990年(平成2年 ～)代 に入 ると,
社会福祉関係八法改正,在 宅福祉サービスの法
制 化,市 町村への権限移譲,自 治体 の老人保
健福祉計画策定などが定められ,社会福祉基礎
構造改革の もとで社会福祉重点主義から地域福
祉の新たな展開期に入った。1995年(平成7年)
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には精神保健及び精神生涯者福祉に関する法律
(精神保健福祉法)等 が成立 し,社会福祉状況
は地域福祉へと重心が移転 した。つまり,大学
通信教育課程における社会福祉教育は 「社会福
祉士法及び介護福祉士法」や 「精神保健福祉法」
の成立によって,専 門福祉教育へと社会福祉教
育がシフトしたのである。大学通信教育課程に
おける社会福祉教育は従来型の教養福祉教育,
理念福祉教育から専門福祉教育へとシフトした
ことで,その重要性と需要が高まったのである。
大学通信教育課程の社会福祉教育が大きな改革
期を迎えた社会的背景には,社会福祉基礎構造
改革を前提 としたそれ以前と以後の社会福祉状
況を受けて迎えた大学通信教育課程 ・社会福祉
教育の改革期であった。
3社 会福 祉教育 の展 開 と課 題
多 くの大学では,サバイバルをかけて様々な
方策を展開している。大学全入時代を控えて,
大学通信教育課程は社会人野ニーズに基づいた
高等教育機関として急展開 している。高学歴が
普遍化 した現代社会において,大 学通信教育課
程は大学の補助的機関か ら専門的機関へと大き
く転換 しようとしている。
2004年(平成16年)の文部科学白書によると,
中央教育審議会答申の概要について,新 しい時
代にふさわしい教育基本法と教育振興基本計画
のあり方について,教育の課題と今後の教育の
基本方向について,「わが国の社会 は大きな危
機に直面。 自信喪失観や閉塞性の広がり,倫理
観や社会的使命感の喪失,少 子高齢化による社
会の活力の低下,経済停滞の中での就職難。 こ
のような危機を脱するため,政治,行政,司法,
経済構造等の抜本的改が進行。創造性 と活力に
満ち,世界に開かれた社会を目指し,教育 も大
胆に見直 し,改革が必要」であるとこを示唆し
ている。大学及び大学院では,「大学 ・大学院
における基礎学力,柔 軟な思考力 ・創造性を有
す る人材の養成,教 育機関を通 じた社会貢献が
課題」であり,21世紀の高等教育が目指すもの
として,自 己実現を目指す自立した人間の育成。
豊かな心 と健やかな体を備えた人間の育成。
「知」の世紀をリー ドする創造性に富んだ人間
性の育成。新 しい 「公共」を創造 し,21世紀の
国家 ・社会の形成に主体的に参画する日本人の
育成。 日本の伝統 ・文化を基盤 として,教育基
本法の基本理念である「教育の機会均等」か ら
出発 した高等教育は,現代社会では,新 しい時
代にふさわしい大学教育の展開について,自 己
実現や人材養成を教育的課題 としていることが
分かる。
大学通信教育課程が学部 ・学科の新設や増設
を図り,大学院修士課程 ・博士後期課程を開設
するに至 って,希 望の大学に入学できる。いつ
でも,どこで も,誰でも学べる。
能力に応 じて学べる。生活や仕事に応 じて学
べる。学費が低廉である。学びたい内容が学べ
る。生涯学習。その他,で あることを特色とし
て,社会福祉教育が社会人学生のニーズに対応
するには,通信教育の利点として社会貢献 して
いくものと考え られる。但 し,通信制大学院は
通学 と同様に入学試験が果たせ られており,大
学通信教育課程とは,異 なる。
大学通信教育課程の社会福祉教育は,「社会
福祉士法及び介護福祉士法」及び 「精神保健福
祉法」や少子高齢化社会,社 会福祉基礎構造改
革のもとでの地域福祉の推進は,社会福祉事業
法か ら2002年6月の社会福祉法の改正これまで
の措置制度か ら利用者の自己決定による契約制
度へ と行政主体か ら利用者主体への社会福祉状
況が変化 した。社会福祉状況に対応 した社会福
祉教育は,単 に大学(通学課程)に おける社会
福祉教育を通信教育課程に適用するだけでなく,
大学 ・大学通信教育課程が持つ人材養成と提供,
大学 ・大学通信教育課程 と社会福祉及び地域福
祉 との間に生ずる取り引き関係4)として捉える
だけではない。大学通信教育課程が持つ人材養
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成 と提供,そ の提供を受ける社会福祉現場専門
職員の配置要求等の選別福祉とノーマライゼー
ション思想や地域福祉,人 間福祉等の普遍福祉
に対 して,大学通信教育課程の社会福祉教育は
展開期を迎えているのであると考えられる。
おわ りに
大学通信教育課程が相次いで開設されている。
通信教育課程のみを開設する大学 も開校 され,
大学通信教育課程を取 り巻 く状況は大き く転換
している。筆者は大学通信教育課程社会福祉学
科で学び,卒業 し,社会福祉現場で従事 してき
た者 として,こ の課題は避けて通ることができ
ない課題であった。 しか し,大学通信教育課程
においても短期大学の募集停止や廃校,大学院
の開設や通信教育課程のみを行 う大学等々,繁
栄と危機の二極化を迎えている。特に期待を集
めている大学通信教育課程における社会福祉教
育が知的資源 として,大学の補充的立場からで
な く,大学から独立 した独 自性を追求 し,新し
い社会福祉状況 と福祉実態にあった社会福祉教
育の提供するための改革が今求められる。大学
通信教育課程での社会福祉教育のあり方は大学
数が増加 したことだけで発展 したとは考えられ
ない。大学通信教育課程はまだ発展途上であり
社会福祉教育が多様化時代を迎え,社会福祉を
デザインする知的資源 としての社会福祉教育は,
最新の社会福祉情報を提供す ることで現状の社
会福祉状況に対応 した福祉理念を形成 し,選別
的福祉と普遍的福祉の両面における 「社会福祉
デザイ ン」を構築しなければならないという課
題を残 しているものと考えられる。
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人材の提供を受ける側,及 び社会福祉 ・地域福
祉を確保するためのぞ双方の機能を社会的機能
として捉える。社会福祉から地域福祉へ とパラ
ダイムが転換 した現代社会 においては,大 学 ・
大学通信教育課程の社会福祉教育と選別的福祉,
普遍的福祉の双方で社会福祉デザインが構築さ
れなければならない。
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